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史跡松坂城跡の整備事業は、発掘調査や石垣調査等各種調査成果の検討を必要とす

るものがあり、また、その内容からして長期間や多大な事業費を要するものが少なく

ない。そのため事業は段階的に実施するものとする。

当面事業期間は、平成2 6年度からの概ね1 0ヵ年間（前期：平成2 6～ 3 0年度、後期：

平成3 1～ 3 5年度）とし、早期の着手を必要とするもの、整備条件が比較的整っている

ものから着手するものとする。なお当面事業については前期終了後、必要に応じ後期

の事業内容を見直すものとする。また当面事業完了後は中期、長期事業とし、内容等

を見直しながら順次着手するものとする。
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６－２ 事業実施に向けて配慮すべき事項

史跡松坂城跡の整備に際しては、石垣調査や発掘調査等各種調査が不可欠であり、またこれら

作業に関し関係者や関係機関等との協議、調整が必要となる。

以下、整備に際しての実施すべき主たる事項をとりまとめておく。

●住民等関係者の合意と協力への働きかけ

整備工事、さらには整備後の維持管理や有効な利用を図るためには、住民等の文化財への意識

の高揚や理解そして協力が必要である。

そのため、整備事業の計画段階から保存整備や利用に対する市民の理解を得、事業への参加を

呼びかけ協力を仰ぐための努力を行うこととする。

●整備に向けての組織体制の確立

本整備計画は、松阪市としての史跡松坂城跡の保存と活用整備に向けての基本的方向性を示し

たものである。今後も松阪市が主体となり事業を進めていくことになるが、市民はもとより、関

係各課、県、国等との協議、調整が必要となる。また、発掘調査等各種調査の実施、施工等作業

内容は多岐にわたることが予測される。

そのため、今後適正な人員配置を行うなど、整備に向けての組織体制の確立を図るものとする。

●体系的発掘調査等各種調査と研究の推進

史跡松坂城跡でこれまで発掘調査が行われたのは主として本丸跡の上段地区のみで、今後の適

正な遺構の保存と活用のためには、整備のための発掘調査等各種調査と研究の実施が必要となる。

そのため、実施のための組織を確立し、計画的な調査・研究を推進するものとする。なお、得

られた成果は整備に反映することはもとより、情報を発信し、公開活用するものとする。

●運営・維持管理にむけての努力

史跡松坂城跡の整備は、文化財としての活用ばかりでなく、まちづくりに連動する公園や観光

レクリエーション施設としての活用も期待されている。また住民にとっては地域の歴史や文化を

語り、郷土愛を育むことのできる心の拠りどころとなるものでもある。

そのため、既存の団体等と連携した上で、将来的にはＮＰＯ法人化を目指し、整備後の日常的

維持管理やイベント等の開催、ガイドボランティア等に対し、市民全員が一体となってとり組め

るよう努めるものとする。
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